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(57)【要約】
【課題】本発明は、装着具又は体表に超音波伝搬物質の
残留を減少又は消失させるための超音波振動子装着具の
提供を目的とする。
【解決手段】超音波振動子と体表との間に空間を作る、
あるいは外周に空間を作る振動子装填具を有する超音波
振動子装着具を、超音波振動子に装着する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筒状の側面及び底面を具備する振動子装填具を有し、前記振動子装填具の底面は中央に
開口部を有する超音波振動子装着具。
【請求項２】
　前記振動子装填具の底面は、前記振動子装填具の内部に嵌合させる超音波振動子の超音
波送受波面に接し、かつ前記開口部が超音波振動子の超音波送受波面より面積が小さい孔
であることによって、前記底面が振動子の照射方向の脱落を防ぐストッパーを形成するこ
とを特徴とする請求項１に記載の超音波振動子装着具。
【請求項３】
　前記側面の外周面は前記底面に向かって狭まるカーブ構造又は直線構造を有する請求項
１又は２に記載の超音波振動子装着具。
【請求項４】
　筒状の側面を具備する振動子装填具を有し、前記側面の外周面は前記側面の先端に向か
って狭まるカーブ構造又は直線構造を有する超音波振動子装着具。
【請求項５】
　前記カーブ構造又は直線構造は、前記側面の途中から始まることを特徴とする請求項３
又は４に記載の超音波振動子装着具。
【請求項６】
　前記筒状の側面が円筒状の側面であることを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載
の超音波振動子装着具。
【請求項７】
　前記振動子装填具は、前記側面の外周面から放射方向に固定板を備えることを特徴とす
る、請求項１～６のいずれかに記載の超音波振動子装着具。
【請求項８】
　請求項１～３のいずれかに記載の超音波振動子装着具、及び前記振動子装填具の内部に
嵌合する超音波振動子を有し、
前記超音波振動子の超音波送受波面は前記振動子装填具の底面に接し、前記開口部は超音
波振動子の超音波送受波面より面積が小さい孔であることによって、前記底面が振動子の
照射方向の脱落を防ぐストッパーを形成する超音波送受信装置。
【請求項９】
　前記振動子装填具の外周面を囲む孔を形成する装填具嵌合部を有し、前記装填具嵌合部
の外周面から放射方向に固定板を有する保持具を備え、前記保持具と振動子装填具は、前
記保持具の孔に前記振動子装填具を嵌め込むことによって着脱可能に接合し、前記振動子
装填具と前記保持具は互いに接合するための接合構造をそれぞれ有することを特徴とする
、請求項１～６のいずれかに記載の超音波振動子装着具。
【請求項１０】
　筒状の側面及び底面を具備する振動子装填具、並びに前記振動子装填具と着脱可能に接
合し、かつ前記振動子装填具の側面の外周面を囲む筒状の装填具嵌合部及び装填具嵌合部
の外周面から放射方向に固定板を有する保持具とを有し、
前記振動子装填具の底面は中央に開口部を有し、前記振動子装填具の側面の外周面は底面
に向かって狭まるカーブ構造又は直線構造を有し、
前記保持具と振動子装填具は、前記保持具の孔に前記振動子装填具を嵌め込むことによっ
て着脱可能に接合し、前記振動子装填具と前記保持具は互いに接合するための接合構造を
それぞれ有する超音波振動子装着具。
【請求項１１】
　前記振動子装填具と前記保持具の前記接合構造は、突起と係合部、スナップフィット機
構、又はねじ機構であることを特徴とする、請求項９又は１０に記載の超音波振動子装着
具。
【請求項１２】
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　前記接合構造による前記保持具と前記振動子装填具の接合位置の調節を可能にするため
に、２種類以上の高さ調節機構あるいは連続調節機構を有する、請求項９～１１のいずれ
かに記載の超音波振動子装着具。
【請求項１３】
　前記保持具が有する固定板が、下向きに湾曲していることを特徴とする請求項９～１２
のいずれかに記載の超音波振動子装着具。
【請求項１４】
　前記保持具が有する固定板の体表側の底面にクッションが接着していることを特徴とす
る、請求項９～１３のいずれかに記載の超音波振動子装着具。
【請求項１５】
　前記振動子装填具と着脱可能であって、前記振動子装填具の上面を覆い、前記振動子装
填具に嵌め込まれる超音波振動子の上方を押さえ付ける構造を有する治療時用キャップを
備えることを特徴とする、請求項１～１４のいずれかに記載の超音波振動子装着具。
【請求項１６】
　前記治療時用キャップと前記振動子装填具は、スナップフィット結合によって係合する
ことを特徴とする、請求項１５に記載の超音波振動子装着具。
【請求項１７】
　前記保持具と着脱可能であって、前記保持具の上面を覆う非治療時用キャップを備える
ことを特徴とする、請求項１～１６のいずれかに記載の超音波振動子装着具。
【請求項１８】
　前記非治療時用キャップと前記保持具は、突起と係合部またはスナップフィット結合に
よって係合することを特徴とする請求項１７に記載の超音波振動子装着具。
【請求項１９】
　前記振動子装填具、前記保持具、前記治療時用キャップ、及び前記非治療時用キャップ
は、高分子材料又は金属材料からなることを特徴とする請求項１～１７のいずれかに記載
の超音波振動子装着具。
【請求項２０】
　超音波振動子の超音波送受波面の外周に環状の突起部を有する超音波送受信装置。
【請求項２１】
　前記突起部は超音波振動子と分離可能であることを特徴とする請求項２０に記載の超音
波送受信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波振動子装着具及び超音波送受信装置に関し、特に、超音波治療器又は
検査器で使用する超音波振動子の装着具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波治療器は、超音波振動子から超音波を患部へ照射することにより治療を行ってい
る。超音波は、安全で簡便な物理療法として一般的に診断や治療に使用されている。その
有効性、利便性、又は安全性の更なる改善のために、多くの技術が開発されてきた。
【０００３】
　その代表的なもののひとつに超音波伝播物質の使用があげられる。超音波は音響インピ
ーダンスが異なる物質の境界で反射が起こる。超音波振動子と体表の間に空気が存在する
とき、特に超音波治療器で多く用いられている１ＭＨｚ以上の超音波では、エネルギーの
大半が反射され、超音波を体内へ照射することができない。そのため、物体内に超音波を
効率的に照射する方法として、超音波振動子と体表の間に超音波伝搬物質を用いることが
一般的となっている。この超音波伝搬物質としては、水や油、超音波ゲルなどが使用可能
であるが、診断や治療を目的に人体に超音波を照射する場合は、超音波ゲルが用いられる
ことが多い。この超音波伝搬物質は超音波を照射する前に超音波振動子に塗布し、使用後
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は除去されるものである。
【０００４】
　しかしながら、例えば、振動子が患部に押し付けられることにより、振動子と体表との
間の超音波伝播物質も圧縮されて拡がり、振動子直下からはみ出した部分が隣接する装着
具（例えばギプスやギプスに設置されている装着具）の下面等と体表の間に入り込むこと
により、超音波伝播物質の拭き残りが生じる。特に、隣接する装着具は、ギプスやギプス
に設置されている装着具など体表に固定されているものであると、この下面に入り込んだ
超音波伝搬物質は掃除がしにくく、除去が不十分にないやすい。除去が不十分であると、
残留した超音波伝播物質には体表の菌等を蓄積する可能性があり、不衛生である。また、
残留した超音波伝搬物質を不快に感じる患者も数多い。これらの理由から、超音波伝搬物
質は、超音波を照射する治療中のみ患部に存在し、治療後は速やかに除去されることが望
ましい。
【０００５】
　特許文献１では、超音波治療器の治療ヘッドを固定するために、治療ヘッドと係合する
取り付け具を用いている。この発明においても超音波振動子と体表の間は超音波伝搬物質
が満たされることになるが、このとき、超音波伝搬物質の一部は治療ヘッドと体表との間
から押し出され、治療ヘッド周辺にはみ出し、フェルトパッドに付着する。この付着した
超音波伝搬物質は患者の不快感の原因となる。
【０００６】
　特許文献２では、超音波伝搬物質をトランスデューサ先端に装着することによるゲルの
不要性が示されているが、超音波伝搬物質と体表の間の空隙を満たす物質が別途必要であ
るため、超音波伝搬物質が不要になるようにはできていない。
【０００７】
　また、超音波照射又は受信時の利便性を向上させるために装着具が考えられる。装着具
は、超音波治療又は検査器使用中に、患部に対し、手で振動子を押さえ続ける不便さを解
消することを目的としている。
【０００８】
　特許文献３では、ギプス５で固定されている部位に治療目的で超音波治療器を用いる場
合、ギプス５固定後に患部付近に孔２３を開け、その孔２３に振動子装着具１９とスペー
サ２０を入れ（図１６）、振動子装着具１９に振動子８をはめ込み、更に固定構造２１で
振動子８を上から押さえた状態で、超音波を照射して治療を行う（図１７）。治療時間以
外も、装着具は包帯で固定し、ギプスにはめ込んだたままの状態となる。しかし、振動子
の固定に特化しており、超音波トランスミッション増強媒体の拭き残りをなくす工夫等の
衛生面に優れた構造にはなってなく、超音波伝播物質の拭き残しによる患者の不快感は高
い。
【０００９】
【特許文献１】特開平８－２３８２８４号公報
【特許文献２】特表平１１－５０５４４０号公報
【特許文献３】特表２００２－５１２８２３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、装着具又は体表に超音波伝搬物質の残留を減少又は消失させるための超音波
振動子装着具の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は、超音波振動子と体表との間に空間を作る、あるいは超音波振動子の超音波送
受波面の外周に空間を作る振動子装填具を有する超音波振動子装着具及び超音波送受信装
置である。
【００１２】
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　すなわち、本発明は、筒状の側面及び底面を具備する振動子装填具を有し、前記振動子
装填具の底面は中央に開口部を有する超音波振動子装着具である。
【００１３】
　また、前記振動子装填具の底面は、前記振動子装填具の内部に嵌合させる超音波振動子
の超音波送受波面に接し、かつ前記開口部が超音波振動子の超音波送受波面より面積が小
さい孔であることによって、前記底面が振動子の照射方向の脱落を防ぐストッパーを形成
することが好ましい。さらに、前記側面の外周面は前記底面に向かって狭まるカーブ構造
又は直線構造を有することが好ましい。
【００１４】
　また本発明は、筒状の側面を具備する振動子装填具を有し、前記側面の外周面は前記側
面の先端に向かって狭まるカーブ構造又は直線構造を有する超音波振動子装着具である。
【００１５】
　本発明の前記カーブ構造又は直線構造は、前記側面の途中から始まることが好ましい。
前記筒状の側面が円筒状の側面であることが好ましい。また、前記振動子装填具は、前記
側面の外周面から放射方向に固定板を備えることが好ましい。
【００１６】
　さらに本発明は、超音波振動子装着具、及び前記振動子装填具の内部に嵌合する超音波
振動子を有し、前記超音波振動子の超音波送受波面は前記振動子装填具の底面に接し、前
記開口部は超音波振動子の超音波送受波面より面積が小さい孔であることによって、前記
底面が振動子の照射方向の脱落を防ぐストッパーを形成する超音波送受信装置である。
【００１７】
　さらに本発明は、前記振動子装填具の外周面を囲む孔を形成する装填具嵌合部を有し、
前記装填具嵌合部の外周面から放射方向に固定板を有する保持具を備え、前記保持具と振
動子装填具は、前記保持具の孔に前記振動子装填具を嵌め込むことによって着脱可能に接
合し、前記振動子装填具と前記保持具は互いに接合するための接合構造をそれぞれ有する
ことを特徴とする超音波振動子装着具である。
【００１８】
　さらに本発明は、筒状の側面及び底面を具備する振動子装填具、並びに前記振動子装填
具と着脱可能に接合し、かつ前記振動子装填具の側面の外周面を囲む筒状の装填具嵌合部
及び装填具嵌合部の外周面から放射方向に固定板を有する保持具とを有し、前記振動子装
填具の底面は中央に開口部を有し、前記振動子装填具の側面の外周面は底面に向かって狭
まるカーブ構造又は直線構造を有し、前記保持具と振動子装填具は、前記保持具の孔に前
記振動子装填具を嵌め込むことによって着脱可能に接合し、前記振動子装填具と前記保持
具は互いに接合するための接合構造をそれぞれ有する超音波振動子装着具である。
【００１９】
　前記振動子装填具と前記保持具の前記接合構造は、突起と係合部、スナップフィット機
構、又はねじ機構であることが好ましい。前記接合構造による前記保持具と前記振動子装
填具の接合位置の調節を可能にするために、２種類以上の高さ調節機構あるいは連続調節
機構を有することが好ましい。
【００２０】
　前記保持具が有する固定板が、下向きに湾曲していることが好ましい。
【００２１】
　前記保持具が有する固定板の体表側の底面にはクッションが接着していることが好まし
い。
【００２２】
　さらに本発明は、前記振動子装填具と着脱可能であって、前記振動子装填具の上面を覆
い、前記振動子装填具に嵌め込まれる超音波振動子の上方を押さえ付ける構造を有する治
療時用キャップを備えることを特徴とする超音波振動子装着具である。
【００２３】
　前記治療時用キャップと前記振動子装填具は、スナップフィット結合によって係合する
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ことが好ましい。
【００２４】
　さらに本発明は、前記保持具と着脱可能であって、前記保持具の上面を覆う非治療時用
キャップを備える超音波振動子装着具である。
【００２５】
　前記非治療時用キャップと前記保持具は、突起と係合部またはスナップフィット結合に
よって係合することが好ましい。
【００２６】
　前記振動子装填具、前記保持具、前記治療時用キャップ、及び前記非治療時用キャップ
は、高分子材料又は金属材料からなることが好ましい。
【００２７】
　さらに本発明は、超音波振動子の超音波送受波面の外周に環状の突起部を有する超音波
送受信装置である。
【００２８】
　前記突起部は超音波振動子と分離可能であることが好ましい。
【００２９】
　なお、以上述べた各構成は、本発明の趣旨を逸脱しない限り、互いに組み合わせること
が可能である。
【発明の効果】
【００３０】
　本発明の超音波振動子装着具又は超音波送受信装置を用いれば、装着具又は体表に生じ
る超音波伝搬物質の残留を減少又は消失させることが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３１】
　本発明の超音波振動子装着具は、超音波振動子を治療などのために体表へ設置したとき
に、超音波振動子と体表との間に介在させる超音波伝搬物質が超音波振動子の超音波送受
波面下からはみ出して、ギプスなどの装着具下に到達する前に溜まるように空間を備えさ
せるものである。
【００３２】
　また本発明の超音波振動子装着具は、掃除の簡便さを考慮し、超音波伝播物質が付着し
やすい部分が取り外し可能になるよう装着具の構造を分割し、洗浄しやすい構造となって
いる。
【００３３】
　これにより、装着具下のクッションへの超音波伝播物質の付着を防ぐ、あるいは残留物
を減らすことで、治療中および治療後の患者不快感を低減する。また、洗浄しやすくする
ことでも、ゲルの拭き残しの解消や減少により、長期間清潔を保ちやすくする。
【００３４】
　以下に、本発明を図面に示す実施例に基づいて説明する。なお、本発明は図示の実施例
に限定されるものではない。
【００３５】
　図１に本発明における超音波振動子装着具の使用時の断面図を示す。本発明の使用態様
は、振動子装填具１と呼ばれる筒状の構造体の内部に振動子８を装填し、体表１０と超音
波振動子８の間に超音波伝搬物質７を介在させて密着させることで超音波照射又は受信を
行うものである。本発明は、振動子装填具１の構造に工夫を加えることで、従来の超音波
送受信の態様と比べ、ギプス５等の振動子装填具１周囲に存在するものに超音波伝播物質
７が付着しにくくなっている。具体的には、振動子装填具１の底面２４に作製されるスト
ッパー９が挙げられる。ストッパー９は、振動子８が振動子装填具１から体表１０へと通
り抜けないようにする。ストッパー９は、振動子装填具１の底面２４の中央に、振動子装
填具１の側面２５の内周より小さい開口部２６を設けることによって形成される。ストッ
パー９の高さにより振動子８と体表１０との間に振動子体表間空間１１が生まれ、超音波
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伝搬物質７が振動子８によって体表方向へ圧縮されずにこの振動子体表間空間１１に留ま
る。その結果、ストッパー９と体表１０の隙間を抜けて、ギプス５の方向へはみ出す超音
波伝搬物質７を減らすことができる。
【００３６】
　ストッパー９は、振動子装填具１の底面２４の一部で、振動子装填具１の底面２４のほ
ぼ中央に開口部２６を有することによって形成される。ストッパー９は、振動子装填具１
に装填される振動子８により発生される超音波の体内への照射又は受信を遮らずに、振動
子８を保持することを特徴としている。本実施例においては高さ１ｍｍ、半径方向の長さ
１．５ｍｍで設計した。なお、本実施例の超音波振動子８は、直径２２ｍｍの円筒状構造
である。開口部２６は、振動子８の超音波送受波面２７の一部がストッパー９によって遮
られても治療又は検査時に充分量の超音波を受信送信可能と考えられる、有効照射面積で
ある振動子内部の圧電素子面積に相当する範囲の孔となっている。そのため、圧電素子が
振動子中央部に設置されている場合は、開口部２６は超音波送受波面２７の中央部に形成
されていることが好ましい。
【００３７】
　超音波伝播物質７は、超音波ゲル、水及び油等が一般的である。特に医療では超音波ゲ
ルが用いられているが、その使用量は用途によって様々である。本発明においては、スト
ッパー９にて作製される振動子体表間空間１１により、そこに貯留できる超音波伝播物質
７の量は決定され、ストッパー９の高さおよび半径方向の長さに依存する。ストッパー９
の高さおよび半径方向の長さは、好ましくは高さ０．５ｍｍ以上５ｍｍ以下、半径方向の
長さ０．５ｍｍ以上５ｍｍ以下であるが、用途に応じた超音波伝播物質７の使用量により
作製するストッパー９の寸法を決定すればよく、特に限定されない。使用する超音波伝播
物質７の量をＸとしたときの、ストッパーの高さｈ、ストッパーの半径方向の長さａ、振
動子装填具１の内周半径ｄとの関係式を示す。
Ｘ＝ｈ×（ｄ－ａ）２×π
【００３８】
　振動子装填具１の側面は、図面では筒状のものを示したが、超音波振動子を保持できれ
ば、どのような形状であってもよい。筒状についても、四角形や五角形などの角筒状であ
っても、円筒状であってもよく、嵌合させる超音波振動子の周面の形状に合わせた構造に
すればよい。
【００３９】
　また、振動子自体の超音波送受波面側の中央部に窪みあるいは環状の突起部を作製し、
ストッパー９と同様の効果、つまり振動子体表間空間１１を作製してもよい。突起部は振
動子と分離可能であっても一体的に作製されていてもよい。また突起部の環状は、連続し
ていても分断されていてもよい。振動子と分離可能の場合は、例えば振動子の超音波送受
波面の外周とほぼ同じ外周を有し、中央に開口部２６に相当する孔を設けた環状の着脱可
能なシールを貼り付けることでもよい。また、振動子装填具のストッパーも振動子と分離
可能な突起部に該当する。
【００４０】
　本発明の超音波振動子装着具を使用する態様において、超音波の受信又は送信時に、振
動子８に塗布した超音波伝搬物質７が、振動子体表間空間１１からはみだした場合を図５
に示す。超音波伝搬物質７の使用量について、ある程度指定されている場合でも、患者個
人の好み、習慣により日々の使用量は異なる。本発明の超音波振動子装着具を使用しない
場合は、超音波伝播物質７全量が振動子体表間空間１１よりも多ければ、振動子装填具１
の治療部側から溢れ、近接するギプス５もしくはクッション４へ付着することになる。
【００４１】
　本発明の超音波振動子装着具は、超音波伝播物質７のクッション４への付着を防ぐため
、振動子装填具１と体表１０とクッション４の間に超音波伝搬物質貯留空間１２を備える
ことが好ましい。これにより、超音波伝播物質７がクッション４と体表１０との間に入り
込むことや、クッション４に付着することを阻止または低減することができ、患者不快感
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の原因を取り除くことができる。それ以外にも、清潔に保つことができるため、装着具の
材料劣化を防止する効果もある。
【００４２】
　本実施例では、曲率半径２．５ｍｍのカーブ構造１５により、２６０．７５ｍｍ３の超
音波伝播物質貯留空間１２を設けた。なお、超音波伝搬物質貯留空間１２のために側面に
カーブ構造１５を用いる場合、その開始点は振動子の超音波送受波面が接する側の直近（
図１１）でも、振動子の超音波送受波面が接する側からおろした垂線の途中（図１２）か
らでもよい。
【００４３】
　また、カーブ構造１５以外に超音波伝播物質貯留空間１２を作製する形態として、直線
構造が挙げられる。例えば、垂直方向に対してθ´°（１～８０°）を描く斜め直線を描
くもの（図１３）、振動子挿入口側から垂直に描き途中より垂直方向に対してθ´°斜め
直線（１～８０°）を描くもの（図１４）等が挙げられる。斜め直線でカットする構造は
、加工が容易な反面、十分な超音波伝播物質貯留空間１２を設けるのにカーブ構造を用い
る場合よりも振動子装填具１の外径を大きくする必要があり、装着具１７の構造そのもの
を大きくする必要がある。そのため、装着する利便性、重量等を考慮する場合は、カーブ
構造がより有効である。
【００４４】
　カーブ構造又は直線構造は振動子装填具の側面の途中から始まることが好ましく、装填
する振動子の超音波受波面により近い箇所から始まることがより好ましい。
【００４５】
　振動子装填具１の側面の内周面を上記外周面と同様にカーブ構造又は直線構造に加工す
ることにより、振動子を装着したときに振動子体表間空間１１を形成することも可能であ
る。
【００４６】
　また、振動子装填具１ではなく振動子８の超音波送受波面のエッジにカーブ構造、又は
斜め直線の直線構造の切り込みを入れて加工しても、同様の効果が得られる。さらに、超
音波送受波面側の中央部に環状の突起部を作製した場合は、突起部の外周は、振動子の超
音波送受波面の外周より、やや内側に作製することにより、カーブ構造又直線構造と同様
の効果が得られる。
【００４７】
　本発明の振動子装填具の別の態様として、ストッパーを備える底面を有さず、側面の外
周面を超音波送受波面側の先端に向かって窄まるカーブ構造又は直線構造を有するものも
挙げられる。カーブ構造又は直線構造は上述と同様である。このとき、側面の内周は変化
せずに、そのまま垂直に降ろす形状でよい。例として、図１５にストッパーを有さない振
動子装填具の一部断面図を例示する。
【００４８】
　これ以外に、形状加工を施さず、振動子装填具１の超音波送受波面側付近に超音波伝播
物質吸収材料を備えて、振動子周囲にはみ出した超音波伝播物質を遮るのではなく吸収す
ることにより、体表やクッションへの超音波伝播物質の付着又は残留を防ぐケースが挙げ
られる。あるいは超音波透過性の材質を用いて、振動子装填具１もしくは、超音波送受波
面接触面に開口部を有さない振動子装填具構造体を作製し、ゲル状の超音波伝播物質７を
用いずに振動子を装填して超音波の送信又は受信を行うケースも考えられる。これらの態
様によっても、超音波伝播物質７がクッション４と体表１０の間に入り込むこと以外に、
クッション４に付着することを阻止することができ、患者不快感の原因を取り除くことが
でき、装着具を清潔なまま保つことができる。
【００４９】
　振動子装填具１は、患部のギプス５装着、非装着問わず使用可能である。湾曲した患部
形状に適合するよう、図２に示すように側面２５の外周面から放射方向の周囲に平面ない
しは湾曲した固定板２２を有する形体に加工されてもよい。固定板２２を湾曲させる場合
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は、患部形状と平行に湾曲させることが好ましく、例えば固定板を装着具を設置する体表
に向かって下向きに緩やかに湾曲させることが好ましい。この固定板２２は、ギプス非装
着のときでも振動子装填具１に嵌めこまれた振動子を体表上に固定するために、振動子装
填具１を体表に固定するものであり、この固定板２２はベルトなどで体表上に固定して使
用する。
【００５０】
　また、振動子装填具１は、振動子装填具１よりも大きい保持具２と接合して使用する方
法もある。この場合、保持具２と振動子装填具１の接合は着脱可能であり、治療終了後、
振動子装填具１および装着された振動子８のみを保持具２から取り外し、水洗いをするこ
とが可能である。
【００５１】
　図１０に保持具２と振動子装填具１を組み合わせた装着具１７を示す。図１０に示す本
発明の装着具１７は振動子を嵌め込む振動子装填具１、振動子装填具１を嵌め込む保持具
２、振動子装填具１と体表１０の間にはさむクッション４より構成される。
【００５２】
　図７は、実施例における振動子装填具１を振動子８挿入側から見た斜視図である。図８
は実施例における振動子装填具１を振動子の超音波照射面側から見た斜視図である。振動
子装填具１を保持具２と連結して使用する場合、振動子装填具１は接合構造として保持具
２に嵌め込めるための突起部分１３を有する。振動子装填具１と保持具２を連結させるた
めの接合方法は、片方に突起部を設け、もう片方にその突起部がちょうど嵌るようなくぼ
みを有する係合部構造を設ける他、保持具２内壁と振動子装填具１外壁にネジ山の切り込
み構造を設けて互いに嵌りあうねじ機構、スナップフィットを用いるスナップフィット機
構などが挙げられる。スナップフィット機構とは、部材の弾性を利用した接合であり、例
えばフック状の留め具および留め具が引っかかるよう設計されている締結部により接合す
る機構である。本実施例では振動子装填具１に突起部として突起部分１３を設けた。連結
方法の選定には、作製が容易、保持が確実、高さ調節が可能、着脱が容易といった項目を
考慮する必要があるが、突起部による接続とスナップフィットはこれら全項目を最も充足
する方法と考えられる。なお、非治療時用キャップ１８は、保持具２に設けられた振動子
装填具１との連結部と結合するものとする。
【００５３】
　図４は、装着具１７をギプス５固定骨折部位に用い、治療又は検査を行う形態を示す。
保持具２に係合する振動子装填具１の内部に振動子８が嵌めこまれ、振動子８の上部は治
療用キャップ３によって押さえつけられている。治療用キャップ３の押し付けによって、
治療又は検査時の振動子８は固定される。図４には治療用キャップ３が振動子装填具２と
係合する態様が示されているが、振動子８を固定できれば、治療用キャップ３は保持具１
と係合するものであってもよい。保持具２と体表１０との間にはクッション４が介在する
。装着具１７は、ギプス５によって保持具２が固定されないケースにおいても使用可能で
あり、ギプス５を用いない場合はベルト等により装着具１７の保持具の固定板を治療部位
に固定して用いることが可能である。
【００５４】
　図３に本発明の装着具１７を非治療時にギプス固定骨折部位に装着した断面図を示す。
非治療時は振動子を装着しない状態となる。振動子装填具１および治療時用キャップ３を
用いず、非治療時用キャップ１８を保持具２の上部を覆うことで患部を保護する。
【００５５】
　ギプス５固定部位に本発明の装着具１７を用いる場合、ギプス５にクッション４の大き
さに適する孔（本実施例では６×５．５ｃｍを設定）を開け、クッション４と振動子装填
具１の装着された保持具２を孔に挿入し、非治療時用キャップ１８を装着し、ギプス５と
共に包帯６で縛る。結果的に包帯等で装着具１７をギプスと共に縛ることにより、治療を
行わない日常生活中も保持具２を装着したままの状態となるが、これにより毎日の治療時
に広範囲の患部を露出して固定具および装着具を装着する煩わしさを解消することができ
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る。非治療時用キャップ１８は、水洗による劣化が少なく比較的軽い、ポリプロピレン、
ポリカーボネート等の高分子材料もしくはアルミニウム、ステンレスなどの金属材料で作
製されることが好ましい。
【００５６】
　振動子装填具１が保持具２から容易に取り外し可能であることにより、振動子装填具１
の洗浄が可能となり、保持具２およびクッション４についても綿棒等で容易に清掃可能と
なる。図６に、超音波治療又は検査後に保持具２から振動子装填具１を取り出したときの
状態図を示す。装着具が取り外し機構を備えない場合、体表に残った超音波伝搬物質７、
クッション４と皮膚の間に入り込んだ超音波伝搬物質及びクッションに付着した超音波伝
搬物質等の除去が困難となる。また、毎治療後にクッションの洗浄が行えた場合には、ク
ッション材料の劣化が予想され、短期間のうち交換せざるを得なくなる可能性が考えられ
る。本発明の振動子装着具を用いることで、簡単に振動子装填具１の洗浄が行え、清潔な
状態に容易に保つことができる。また、クッション４の長期利用が可能となり、経済的に
も有効である。
【００５７】
　振動子装填具１及び保持具２は水洗による劣化が少なく比較的軽い、ポリプロピレン、
ポリカーボネート等の高分子材料もしくはアルミニウムなどの金属材料で、クッション４
はウレタン、スポンジ、フェルト等のやわらかい素材で作製されることが好ましい。本実
施例では、振動子装填具１と保持具２にポリカーボネートを、クッション４にはポリプロ
ピレン、エチレンプロピレン、又はクロロプレンを用いた。クッション４は、厚さ１～２
０mmの直方体で中央部に振動子装填具１が挿入可能な孔を有する。しかし孔の切り込みは
クッション表面に対し、垂直であっても、垂直から１～８０°の範囲で傾けて作製しても
、カーブを描いても良いものとする。垂直でなく、底面に向かって広げる角度やカーブで
の切り込みによっても、振動子又は振動子装填具とクッションとの間に超音波伝搬物質貯
留空間を備えることができる。また、保持具２の固定板を湾曲して作製する場合、スポン
ジ４もそれに適合するよう湾曲して作製しても良い。
【００５８】
　図９は、図７及び図８に示す振動子装填具に接合する保持具２の図である。保持具は、
振動子装填具の側面の外周面を囲む筒状の装填具嵌合部２９及び装填具嵌合部の外周面か
ら放射方向に延びる固定板３０を有する。固定板３０は治療時又は検査時に超音波振動子
を固定するために、固定板３０を固定して使用する。係合部１６は、図７及び図８に示さ
れる振動子装填具１の突起部１３がちょうど嵌るためのくぼんだ形状となっており、係合
によって両者は固定される。係合部１６の位置はギプス５の厚みに応じて振動子装填具１
の体表側への突出部が調節できるよう高さ方向に二種類以上設けることが好ましく、本実
施例では二種類設けた。ギプスの厚みは各治療ケースにより様々で、係合部１６が２種類
以上あることにより、複数のケースに対応可能となる。
【００５９】
　振動子装填具と保持具の係合位置の調節は、上記の高さ方向に２種類の調節機構を有す
る高さ調節機構の他に、連続調節機構を備えることも可能である。連続調節機構とは、振
動子装填具円筒部外周面および保持具の装填具嵌合部内周面にネジ山の切り込み構造を設
け、ネジ機構により連続した高さ調節を行う機構、または振動子装填具円筒部外周面およ
び装填具嵌合部内周面に微小突起と微小窪みをそれぞれがお互いに嵌め込まれる位置にて
筒軸方向に連続作製し、それらが筒軸方向の移動の際に一定の間隔で噛み合うことで高さ
調節を連続的に行う機構である。
【００６０】
　また、振動子装填具１と治療時用キャップの連結には、片方に突起部を設け、もう片方
に接続部構造を設ける他、スナップフィットを用いることが可能である。図７又は８に示
す本発明の態様ではスナップフィット構造を用いたため、振動子装填具１にキャップ用接
続部分１４を設けた。治療時用キャップ３の連結相手を保持具２にする場合も同様に片方
に突起部を設け、もう片方に係合部構造を設ける他、スナップフィットを用いることも可
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能である。
【００６１】
　保持具２と非治療時用キャップ１８を連結する場合の係合に際しても、治療時用キャッ
プと振動子装填具との連結と同様に、突起と係合部又はスナップフィット結合によって係
合できる。
【産業上の利用可能性】
【００６２】
　本発明の超音波振動子装着具又は超音波送受信装置は、振動子と体表の間に介在する超
音波伝搬物質の治療又は検査後の除去を容易にするものである。
【図面の簡単な説明】
【００６３】
【図１】本発明の一実施形態を示す断面図
【図２】本発明の別の実施形態を示す断面図
【図３】非治療時の本発明の装着具の実施形態を示す断面図
【図４】治療時の本発明の装着具の実施形態を示す断面図
【図５】超音波伝播物質が振動子体表間空間からはみ出したときの治療部分断面図
【図６】保持具から振動子装填具を取り出した状態の断面図
【図７】振動子装填具を振動子挿入側から見た斜視図
【図８】振動子装填具を振動子の超音波照射面側から見た斜視図
【図９】保持具の振動子挿入側から見た斜視図
【図１０】本発明の装着具の別の実施形態を示す断面図
【図１１】振動子装填具外周面にカーブ構造を設けた振動子装填具の一部断面図
【図１２】振動子装填具外周面にカーブ構造を設けた別の態様の振動子装填具の一部断面
図
【図１３】振動子装填具外周面に直線構造を設けた振動子装填具の一部断面図
【図１４】振動子装填具外周面に直線構造を設けた別の態様の振動子装填具の一部断面図
【図１５】振動子装填具にストッパーを作製せずにカーブ構造又は直線構造を設けた振動
子装填具の一部断面図
【図１６】特許文献３における装着具および振動子の装着法を表す図
【図１７】特許文献３における治療時の脚模式図
【符号の説明】
【００６４】
　１　振動子装填具
　２　保持具
　３　治療時用キャップ
　４　クッション
　５　ギプス
　６　包帯
　７　超音波伝搬物質
　８　振動子
　９　ストッパー
　１０　体表
　１１　振動子体表間空間
　１２　超音波伝播物質貯留空間
　１３　突起部分
　１４　キャップ用接続部分
　１５　カーブ構造
　１６　係合部
　１７　装着具
　１８　非治療時用キャップ
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　１９　特許文献３の振動子装着具
　２０　スペーサ
　２１　固定構造
　２２　固定板
　２３　孔
　２４　振動子装填具の底面
　２５　振動子装填具の側面
　２６　開口部
　２７　超音波送受波面
　２８　直線構造
　２９　装填具嵌合部
　３０　振動子装填具の固定板

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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